
授業実践開発研究 第 13巻（2020） 
 

 11 

歴史的分野を取り入れた租税制度の授業開発 
―シナリオ教材を活用して― 

中村  綾李  
千葉大学大学院教育学研究科修士課程  

 

 

  近年、日本の社会はグローバル化や少子高齢化などの変化により様々な問題を抱えている。その社会の変

化は、社会構造や経済問題にも影響を与えている。これから社会人として日本を担っていく生徒たちには、社

会について知り、理解するだけでなく、どのように生きていくべきかの判断力や思考力が求められる。このこ

とから、金融経済教育の充実が必要である。本論文では、中学校社会科において租税制度の授業を行い、作成

した教材の有効性や課題について明らかにすることを目的とする。今後は租税教育について、わかりやすいだ

けの授業ではなく、租税教育は社会から何を求められているのかを把握した上でその時代や社会問題と関連さ

せて租税制度について生徒に考えさせられるような授業が必要であると言える。また、本研究で用いたシナリ

オ教材だけでなく様々な教育方法を用いてさらなる授業開発の研究が必要である。 

 キーワード：社会科教育、租税教育、中学校、公民教育、金融経済教育 

 

 

1. 問題の所在 

1.1. 金融経済教育の必要性 

近年、日本の社会はグローバル化や少子高齢化などの

変化により様々な問題を抱えている。その社会の変化は、

社会構造や経済問題にも影響を与えている。田村（2017）
は、「社会人（消費者）としてよりよい生活を送るために

は好況・不況、インフレーション・デフレーションに影

響を受けることを想定し、貨幣価値に関して適切に判断

する力が必要となる。」1と述べている。また、金融経済教

育を推進する研究会（2015）は「子供たちには，社会を

生きる力として，金融についての見方や考え方はもとよ

り，その意義・役割を理解したうえで，今後の在るべき

社会や自分自身の将来を見据え, 金融に関する的確な意

思決定や主体的な行動を支える金融リテラシーが求めら

れています。」2と述べている。これらのことから、これか

ら社会人として日本を担っていく生徒たちには、社会に

ついて知り、理解するだけでなく、どのように生きてい

くべきなのかの判断力や思考力が求められており、金融

経済教育の充実が求められている。金融庁は、「金融リテ

ラシー（金融に関する知識・判断力）の向上を通じて、

国民一人一人が，経済的に自立し、より良い暮らしを送

っていくことを可能とするとともに，健全で質の高い金

融商品の提供の促進や家計金融資産の有効活用を通じ、

公正で持続可能な社会の実現に貢献していくこと」3を意

義・目的としており、金融経済教育を推進する研究会は、

中学校・高等学校といった早い段階での金融経済教育の

積極的な取り組みが必要であると述べている。 
 金融経済教育の意義に含まれている金融リテラシーと

は、「社会保障や税といったお金に関する制度を学び，実

社会と関連付ける際の基礎となる能力」4である。社会保

障や、租税に関する学習は中学校社会科公民的分野で学

習する。金融リテラシーを学ぶにあたって、中学校社会

科公民的分野で学ぶ社会保障や租税制度についての学習

は金融リテラシーの基礎を形成するために大きな役割を

持つだろう。 
 
1.2. 中学校社会科における租税教育の課題 
では、中学校社会科ではどのような学習を行なってい

くべきなのだろうか。 
多久島（1995）は公民的分野の学習の課題として、「教

科書に記述された内容を網羅的に扱う授業や、用語や理

論・概念の解説的な授業となる傾向がある。このような

授業には、学習者が教師から多くの事項を一方的に教え

こまれる立場におかれるという問題点がある。」5と述べ、

これまで教師から一方的に教え込む知識詰め込み型の授

業が批判されてきたのは言うまでもない。現在では、知

識詰め込み型の授業から「主体的な学び」、「対話的学び」、

「深い学び」の授業が目指されるようになり、多くの授

業実践の研究が行われている。 
岩手県立総合教育センターが作成した「主体的・対話

的で深い学びの実現を目指す授業改善 中学校社会科高

等学校地理歴史科 公民科編」6では、教師が生徒に知識
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を教えこむ、すなわち生徒が受け身になるような学習は

ない。「何ができるようになるか」、「どのように学ぶか」

という当事者として知識はもちろん諸問題について考え

る力や学ばせる学習が示されている。そして、社会の生

活で学んだことを生かせるようにすることを目標にした

授業が行われている。 
このような授業により、知識を身につけるだけでなく

学習した内容や知識が社会でどう使われているのか、社

会に出た時にどのように生かすのかについて生徒が考え

る機会を作ることができる。授業で社会と租税制度の知

識を結びつけて考えることによって、生徒が社会人にな

った際に社会問題や課題に対して学んだ知識を生かして

解決する力を育成することができるだろう。 
しかしながら、租税制度に関する授業において「どの

ように学ぶか」について、「何が身についたか」までの授

業実践は行われているが、「何ができるようになるか」ま

でを取り入れた授業はあまり開発されていない。 
租税制度に関する授業は、用語が難しいことから「ど

のように学ぶか」の授業開発の研究がなされてきた。国

税庁では、租税教育の充実を図るため小学校から高等学

校における租税教育の授業として租税教育指導事例集を

作成している。租税制度は財政や私たちの暮らしに密接

に関わっている。租税制度の主な役割は財政の確保であ

る。私たちが豊かな生活を送ることができているのは、

公共サービスのおかげである。そのため、租税制度に関

する学習は、財政を確保するために租税制度のことを学

習者に正しく理解させ、納税者の自覚を育成することを

目的としている。   
今後は、少子高齢化が進むにつれ納税者一人当たりの

負担額が大きくなることが予想されている。また、少子

高齢化問題だけでなく、グローバル化による雇用問題な

ど今以上に財政や租税制度に関する問題は複雑化するだ

ろう。そのような社会の中で、租税制度を正しく理解す

るだけでなく、その知識から納税者として、社会人とし

てどのように財政の問題と向き合っていかなければなら

ないのかを現在の租税制度の学習を通して考えていく必

要がある。現在行われている授業では、租税教育の学習

として十分であると言えないのではないだろうか。 
 

1.3. 歴史的分野の連携の必要性 

 租税制度がなぜ必要なのか、租税制度がどのように社

会問題を解決してきたのかを考えるためには、歴史的分

野との連携が必要であると考える。これまで地理的分野、

歴史的分野、公民的分野を連携させた授業実践や研究が

なされている。学習指導要領でも、小中の連携やそれぞ

れの分野で学習したことを基に公民的分野の学習に繋が

っていることがわかる。 

また、佐藤・真島（2017）は「小・中学校での国民の

経済活動に関する学習、特に「租税の本質」を考察する

ことができる歴史的分野の学習が果たすべき役割は大き

い」7と述べている。以上のことから、歴史的分野と公民

的分野の連携した授業は必要であると言える。 
しかし松尾（2012）は「中学校社会科は分野別の構成

となっていたため、社会科全体における位置づけや小中

学校社会科のつながりへの意識といった点で課題があっ

た。」8と述べている。また金子（2018）は、「高校の公民

科教師は、目の前の高校生は小中高校をとおして「税・

財政」を歴史的分野と公民的分野という別々の授業の枠

組みで学習していることを認識して教材を作成するべき

だ」9と述べている。社会科の学習は中学校から、地理的

分野、歴史的分野、公民的分野に教科書も分かれている。

そのため、租税制度に関する学習について歴史的分野と

公民的分野の連携が取れておらず、生徒も歴史的分野と

公民的分野で学ぶ租税制度を同じ制度として考える機会

がないことは課題である。「租税教育の体型図」10を見て

みると租税制度は公民的分野として取り扱われており、

歴史的分野との関連性がないことがわかる。 
以上のことから、小中高の連携や分野間の連携が求め

られているがまだ十分な実践と検討がされているとは言

えない。 
 租税制度は奈良時代から現代まで、それぞれの時代に

合った制度づくりがされている。先にも述べたように生

徒が社会人になり、納税者となる頃には今と違う社会問

題が起きているだろう。生徒に租税制度がどのようにあ

るべきなのか、どのような制度が適切なのかを考えるた

めにも租税制度の必要性や在り方を、歴史的背景に基づ

いて租税制度の変容や改正を学んだ上で考えさせる授業

が必要であると考える。 
 

2. 研究の目的と方法 

 

本論文では、中学校社会科において制度学習として租

税制度の授業を行い、作成した教材の有効性や課題につ

いて明らかにすることを目的とする。 
研究は以下のように行う。実践は、千葉大学教育学部

附属中学校の 2年生を対象とする選択教科において 2019
年度前期の開講された「社会迷宮から脱出せよ。」の全 9
時間のカリキュラムの内 3 時間で行う。授業の概要は以

下の通りである。 
 

実践校：千葉大学教育学部附属中学校 
教科：社会科（選択社会） 
対象学年：中学 2 年生 
対象人数：男子 4名、女子 12名 合計 16名 
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時間：50×3 時間 
（14:10〜15:00、7月 3 日のみ 11:35〜12:25） 

実施日時：1 時間目 6月 19 日（水） 
    2 時間目 6月 26 日（水） 
        3 時間目 7月 3 日（水） 

 

3. 授業の開発 

 

3.1. 授業で取り扱う内容について 

今回の授業では、租税制度の必要性と、租税制度と社

会問題との関連性について歴史的分野を取り入れた問題

解決型学習の授業を行う。 
 

3.2. 教材のストーリー活用について 

本実践を行った選択教科は全9時間のカリキュラムを複

数の教師がオムニバス形式の授業で行うというものであ

った。授業者は小牧（2020）が開発したシナリオ型教材を

使用した。この教材のねらいとして小牧は「本教材で学習

した後、生徒がある地域の問題を解決しなければならない

場面に遭遇した際に、生徒自身の力で地域の人々と協力し

ながら問題を解決できるようにすることがねらいであ

る。」11と述べている。納税された税金は私たちの生活を

豊かにするために活用されている。地域によって様々な課

題を、どのように税金を使って解決していくのか地方自治

体や地域の人々と協力して解決していかなければならな

い。この教材を活用することで、どのようにすれば課題を

解決することができるのかを考える学習を行うことがで

きるだろう。 
本授業のストーリーは表の通りである。 
 

表 1 本授業のストーリー 

場面 展開 
１ コマリさんが租税教室の依頼を受ける 

（租税制度の歴史について） 
２ コマリさんが奈良時代へタイムスリップ 

課題① 
３ コマリさんが安土桃山時代へタイムスリップ 

課題② 
４ コマリさんが明治時代へタイムスリップ 

課題③ 
５ コマリさんが昭和時代へタイムスリップ 

課題④ 
６ 全体のまとめ 
 
租税制度自体は生徒にとってあまり身近なものではな

く、消費税など税の種類や用語は聞いたことがあるだろ

うが、租税制度そのものについて考える機会がない。そ

のため、租税制度について学習する際、当事者意識を持

つことができず他人事として租税制度に関する授業を受

け、納税者意識を身につけることができない可能性があ

る。しかし、このシナリオ教材を用いることによって、

学習者つまり生徒は租税制度について主体的に考えるこ

とができることが見込まれる。 
 

3.3. 歴史的分野の活用について 

  本実践では、租税制度がなぜ必要なのかということを

中心的に取り扱った。租税制度がなぜ必要となったのか、

その後、租税制度はどのように変化していき現在の租税

制度の内容になったのか、各時代の社会問題や財政問題

に関連させた内容とした。登場人物「コマリさん」が 4
つの時代にタイムスリップをし、その時代で租税制度に

ついて課題を持ち困っている人ともに租税制度を改正し

ていく事によってその課題を解決するという内容である。

生徒には、その時代の社会の動きや様子を踏まえて課題

について考えさせ、どのように租税制度を改正していく

事で課題を解決できるのか考えさせた。租税制度につい

て、中学校 2 年生ではあまり知識がないため、本実践で

は租税制度の難しい用語を必要としない工夫を行なった。

また、活動のために必要な歴史的内容や情報については

もう一人の登場人物である「シラベさん」で補助するこ

ととした。 
 

3.4. 活動のねらい 

本授業の活動は、なぜ租税制度を取り入れなければな

らなかったのか、政治の状況と合わせて考えることで租

税制度の必要性や特徴について考え理解させることを目

的とした。租税制度の始まりを学習することで、租税制

度の必要性や特徴について理解させることができると考

えた。また、3 時間目では租税制度が社会の諸問題の解決

とどのように関連しているのかを考えさせることで、租

税制度、財政、政府の政策という 3 つのつながりについ

て生徒に理解させることを目的とした。 
公民科的分野における租税制度の学習は財政の確保と

して学ぶことが多い。なぜ財政を確保しないといけない

のかという根本的な政府の政策についてはあまり学習さ

れていない。しかし、政府の政策について納税者が興味

関心を持つことも必要であると考える。財政の確保と政

府の政策を関連させて、租税制度はどうあるべきなのか、

今度どのように租税制度は変化していくべきなのか、

様々な事柄に関連して考える力を身につけさせることを

全体的なねらいとした。 
 

3.5. 授業内の活動 
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本授業では、「コマリさん」が架空の世界において「租

税制度の歴史について」という題材の租税教室を行うと

いうミッションのために、4 つの時代にタイムスリップし

てそれぞれの時代における租税制度について知るという

ことがストーリーの大きな軸となっている。租税制度を

歴史的事象と関連させて考えることにより、租税制度が

なぜ必要となったのか、租税制度がどのように変わって

その時代の社会情勢と合う制度となっていったのかを生

徒が考え、理解できるような活動を目指した。 
 
3.6. 授業の展開と全体 

 この授業の展開の特徴としてまず、各授業の最初に租

税に関するクイズを取り入れたことが挙げられる。租税

制度について学習するのは中学校 3 年生からである。そ

のため、中学校 2 年生では詳しい用語や租税制度の内容

を知らないことも多い。そこで、租税制度や租税の種類

について生徒に興味を持ってもらうためにクイズ形式で

租税制度や種類について考えてもらうことにした。蔵満

（2017）は「学習クイズは，授業に明るい雰囲気をもた

らすだけではなく，児童生徒の知識や思考力をより豊か

なものにすることが期待できる。」12と述べている。本授

業では、学習クイズを授業の導入で使うことにより、知

識を豊かにするだけでなく租税制度という複雑な制度や

生徒が聞き慣れない用語に対して、楽しく学ぶ雰囲気づ

くりとして学習クイズの効果は期待できると考えた。 
 次に、各時代の租税制度を理解させるために課題を出

し、その課題は難易度の違う問を 2 つ出すこととした。1
つ目は、教科書や資料集を用いるとわかるような内容と

し、2 つ目の課題は社会問題を関連させて、1 つ目の課題

で教科書や資料集で調べたことを活用して考えさせるこ

とを目的とした。この 2 つの課題を合わせることで、資

料を活用して、租税制度がどのように社会問題と関わり

を持って諸問題を解決する手立てとなっていたのかを生

徒に考えさせることができる。 
 以上の授業展開により、租税制度について難しい制度

として考えるのではなく、クイズを通して租税制度が生

活や健康などに関係していることを楽しく学ぶことでき

ると考えた。その雰囲気から、教科書や資料集を活用し

て考えることや教科書などを活用するだけでは解決でき

ない、少し難易度が高い問題でも学習意欲を保ったまま

活動に取り組む流れを作ることができるだろう。 
 

4. 授業の実際と考察 

 

4.1. 授業実践の実際 

 本節では、各授業の実際について記述する。授業は筆者

が行った。各時間の主な生徒の活動について以下の表 2
から表 4 に示す。 
 

表 2 授業の計画（1 時間目） 

時間 学習内容 
10 分 事前アンケートを行う 

5 分 税金クイズから税金の事について知る 

15 分 租庸調について学習する 
15 分 奈良時代ではなぜ租庸調制度が必要だったの

か学習する 

5 分 本時のまとめと次回の学習について予告する 
 

表 3 授業の計画（2 時間目） 

時間 学習内容 

10 分 前回の復習と税金クイズ 
5 分 税金クイズから税金の事について知る 

10 分 豊臣秀吉が行なった政策について調べ、どのよ

うな社会の様子だったのか考える 
20 分 太閤検地の特徴と役割について考え、グループ

ごとに発表する 

5 分 本時のまとめと次回の学習について予告する 
 

表 4 授業の計画（3 時間目） 

時間 学習内容 
5 分 前回までの復習 
10 分 今までの租税制度の課題について考え、地租改

正について調べ、グループごとに地租改正の特

徴と役割について発表する 
10 分 戦前の租税制度の課題を踏まえて、戦後どのよ

うな改正が必要だったのか考えグループごとに

発表する 
5 分 総まとめ 
10 分 事後アンケート 

 

4.1.1. 1 時間目の考察 

１時間目の授業では、制度の学習という難解かつ抽象

的な内容を取り扱う。だからできるだけ学習意欲を高め

て、授業に取り組みやすいような雰囲気作りのために、

生徒が面白いと思えるような学習クイズを用意した。ま

た、面白いだけではなく、私たちの生活に関わりがある

ということを生徒に理解してもらいやすいように食べ物

や動物などに関する税のクイズを選んで出題した。その

ため、生徒たちは楽しみながらクイズに取り組み答えて

いた。クイズには日本の租税制度に関するものだけでな

く、海外の内容も取り入れることで、生徒たちからは日

本の租税制度に対する発言も出てきた。また、クイズに
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解説を付けることで、それぞれの租税の種類の特徴を捉

えさせ、様々な問題がどのようにして租税制度で解決さ

れたのか、もしくはされようとしているのかを考える練

習の場となった。最初から、課題に入るのではなくクイ

ズのような生徒にとって考えやすい形式で出題すること

により、難しい課題でも考えればできるかもしれないと

いう意識作りができたと思われる。 
 次に、本授業はシナリオ教材を使って授業を展開した。

「コマリさん」は市役所の税制課に異動し、租税教室の

準備をしなければならず困っているという設定とした。

本授業の前にこの形式での授業が行われていたため、生

徒はストーリーの中に自然と入り込めていた様子であり、

ストーリー自体を楽しんでいるようであった。 
1 時間目の中盤では、租税制度の始まりについて取り扱

った。「租庸調」に関しては歴史的分野で既習の内容であ

るため、基本的な内容については割愛した。本時では、

なぜ租税制度が日本にも必要となったのかを中心に生徒

に考えさせるようにした。歴史的分野の教科書では、中

央集権国家を目指すためと記載されていることが多く、

生徒の回答でもそのような内容の回答が多かった。その

ため、授業者は「中央集権国家にするとどのような問題

が起きるのか」、「その問題を解決するためになぜ租税制

度が必要だったのか」を生徒に考えさせた。生徒がこの

課題について考えるにあたり「シラベさん」が適宜、奈

良時代の情勢や制度について情報を出すこととした。 
 本時はグループで活動させ、グループでどのように考

えたかを発表させた。4 つのグループとも活動の中で、支

配する範囲が広くなるとどのような問題が起きるのか、

律令制による政府の負担などと、「租庸調」の特徴を合わ

せて奈良時代における租税制度の必要性や特徴について

考えた発言や話し合う様子がみられた。 
 このように、中央集権国家にするために租税制度が必

要であったということだけでなく、図 1 のように中央集

権国家にするとどのような課題が出てくるのか、またそ

の課題をどのように租税制度を利用して解決していくの

かを考えさせることで社会問題や情勢と租税制度が関連

しているということを生徒が理解する必要がある。ワー

クシートによる振り返りでは多くの生徒が、奈良時代に

おいて租税制度がなぜ必要なのかがわかったと記述して

いた。 
 

 

図 1 実際に授業で使用した資料 
 

4.1.2. 2 時間目の考察 

 本時の導入で使った租税制度に関するクイズのテーマ

は、日本の税金がどのように使われているのかというテ

ーマとした。生徒は納税された税金が学校や図書館など

に使われているということは知っているため、実際どれ

ほどの金額が使われているのか具体的な数字を選択肢と

して与え、考えさせた。 
今回はゴミの排出量とそれにかかる処理の費用にどれく

らいの税金が使われているかについて考えさせた。具体

的な数字を出して考えさせることで、生活の中では当た

り前だと思っていることも、納税されている税金のおか

げで豊かな生活を送っているということや、生徒の予想

以上にゴミ処理にはお金が必要であるということに気づ

く発言があった。 
 本時では、安土桃山時代の内容を取り扱った。この時

代では豊臣秀吉が行った太閤検地を扱った。歴史の授業

では、太閤検地の内容について学習するが太閤検地がな

ぜこの時代に合った租税制度であったかまでは学習しな

いことが多い。なぜ、安定した税の徴収ができなかった

のかを考えることで、この時代の社会情勢を理解するこ

とを目標とした。また、それを踏まえて租税制度を整え

るためにはどのような政策が求められているのか、税を

納める側の農民と租税制度の関わりについて理解するこ

とが必要であると考えた。そのため、安定した税を確保

できる要素として図 2 のように 2点にまとめた。ワーク

シートの記述からは、安定した税を確保するためにその

時代によって制度の内容を変えていく必要があることが

理解できたという記述があった。現在でも、脱税行為は

行われてしまっているため、納税者が脱税をしないよう

に様々な対策が取られている。この時代からも脱税、つ

まり納税から逃れたいと思う農民にどのような制度の仕

組みにすれば納税させることができるのかを考えさせる
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ことで、租税制度が社会だけでなく私達の生活によって

変化していることを理解させることができた。 
 

 
図 2 実際に授業で使用した資料 

 
4.1.3. 3 時間目の考察 
 本時の導入では、クイズではなく 1、2 時間目の復習を

行った。 
本時では、歴史の中で租税制度が社会問題をどのよう

に解決していったのか生徒に考えさせる活動が主な内容

であった。そのため、今までどのように考えて解決して

きたのかを導入で復習する必要があると考えた。図 3 の

ように考えてきたものを視覚化することにより、本時で

もどのように考えていけば解決にたどり着けるのかを生

徒に理解させることが大切である。 
 

 
図 3 実際に授業で使用した資料 

 
本時では、明治時代と昭和時代を取り扱った。明治時

代は日本の租税制度の歴史の中で大きくその制度が変わ

った時代と言える。明治時代では、地租改正というもの

を制度とし現金で納めるようになった。本時の初めでは、

なぜ現金で納めるようになったのかを考えさせるために

今までの年貢米制度のデメリットについて考えさせた。

その上でどうしたら財政を安定させることができるかを

考えさせた。そうすることで、生徒はより地租改正につ

いて理解することができていた。社会科の教科書では、

現金にすることで財政を安定させることができると記載

されている。しかし、生徒の発表から年貢米のデメリッ

トを生徒に考えさせ理解させることで、現金にすること

でどれだけ安定した財政を確保することができるのかを

考えさせることができたことがわかった。 
次に昭和時代太平洋戦争終戦後について取り扱った。

明治時代以降、租税制度に様々な種類の税金が導入され

た。現代でも納められている、所得税や間接税の数々は

終戦時とは内容が違うものであった。戦争時の軍事費や

財政の確保の仕方などは、明治時代や現代とでは大きく

違う点がある。租税制度も戦争時に合うような制度と変

わっていった。そのため、終戦時の租税制度を取り扱う

ことによって、それぞれの社会の変化と租税制度のあり

方や内容の変化についてわかりやすく生徒に理解させる

ことができるのではないかと考えた。現代の租税制度に

どうつながっているのかを生徒に理解させることは、今

後の租税制度を考える上で重要である。 
本時の最後では、歴史を辿っていくことの必要性と社

会や租税制度について関心を持ちどのような特徴がある

のか見抜き課題解決で何が求められているのかを生徒の

発言や発表、ワークシートによる記述から理解させるこ

とができたと言える。 
 

4.2. 授業実践の考察 

 本授業では、租税制度の歴史を生徒に学習させること

で租税制度と社会との関連性について考えさせた。生徒

に与えた課題の内容や難易度に関しては、改良や研究の

余地はある。しかし、ねらいであった、租税制度がどの

ように社会問題を解決する手立てになっているのか、そ

の時代の社会問題や社会情勢によって租税制度がどのよ

うに変わっていったのかを理解させることができたと考

えられる。本授業では、昭和時代までしか取り扱うこと

ができなかったが、本授業の内容を踏まえて現代の租税

制度にも生かして考えさせることができれば、今後生徒

が納税者になった時に、納税者としてどのように社会問

題と租税制度を関連させて考えていくべきなのかを考え

る手立てになるであろう。 
 租税制度の学習について、歴史的分野を取り入れるこ

とやシナリオ教材を用いることにより、ストーリーや世

界観を利用して抽象的で考えにくい内容も生徒が考えや

すい環境を作れることが示唆された。また、租税制度の

内容について単体で学習するのではなく、歴史的分野や

政治の内容など様々な内容と関連させて学習することが

必要である。以下、アンケートの内容からも本授業に関

する考察を行う。 
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4.3. アンケートの考察 

授業の初回と3時間目終了後にアンケートを行なった。

事前アンケートと事後アンケートから考察をしていく。 
 事前アンケート（表 5）では、小学校での租税教育につ

いてと現段階での租税に対する知識について尋ねた。多

くの生徒が小学校の頃に税金について習っており、使い

道を知っていると答えた生徒が半数いた。小学校の頃に

「税金がなかったら」というビデオ教材を見たことがあ

ると答えた生徒もおり、小学校での租税教育が充実して

いたことがわかった。 
しかし、納税する事に納得しているかという質問では

納得していると答えた生徒の理由が「国や社会で必要だ

から」、「生活が困る」と記述した生徒が多く税金が何の

ために必要なのか、なぜ税金がないと生活に困るのかを

具体的に記述した生徒はいなかった。中学校社会科公民

分野における租税に関する学習内容として、具体的に租

税についての学習から生徒がなぜ租税制度が必要なのか、

今の租税制度は国や社会のために活用されるために十分

なものなのかを生徒が考え、理解できるようなものが必

要であることがわかった。 
 

表 5 事前アンケート 
アンケート項目 Yes No 
小学校の頃に税金について習った

ことを覚えていますか 
10名 6名 

税金の使われ方を知っていますか 15名 1名 
税金は必要だと思いますか。 16名 0名 
消費税などを負担することに納得

していますか 
14名 2名 

租税教室を受けたことがあります

か 
3名 13名 

 
事後アンケート（表 6）では、本教材についてわかりや

すかったと全員が回答した。その理由として、「時代ごと

に考えていく事でつながりがあってわかりやすかった」、

「ストーリーの中に登場人物が出てきて、楽しく学ぶこ

とができた」、「時代を追っていくので、租税制度の変化

や細かい部分がわかりやすかった」などストーリーや歴

史を用いる事で租税制度について理解することができた

ことがわかった。また、今回の授業を通して租税制度に

興味を持つことができたかという項目では半数以上が興

味を持ったと回答した。どのような事について興味を持

つことができたかという項目に関しては、「今の制度にど

のような課題があるのか」、「今回やったところ以外の税

制度やその動きについて知りたい」、「現代の問題点やそ

れを解決するために必要なこと」などの記述があり、現

代の租税制度に対して興味を持たせることができていた。

この結果から、現代の租税制度の必要性やあり方を考え、

理解するためには租税制度の歴史を学ぶことは有効であ

ると言える。しかし、授業内で用いた課題解決活動につ

いては、教科書に載っている事については簡単だったが、

教科書に載っていない事について考えるのは難しかった

と答える生徒が多数いた。教科書に載っている用語につ

いての学習は生徒も嫌なイメージを持たずに取り組むこ

とができたが、教科書や資料集を使ってその時代の社会

の流れや政治の仕組みなどの時代背景を読み取って租税

制度について考える活動は難しかったと答える生徒が多

かった。教科書から、該当のところを探し出してまとめ

ることはできるが、資料を活用して言葉でまとめるとい

うのがあまりできていないことがわかった。租税制度を

理解する上で国や社会の課題から考える必要性がある。

そのため、資料を活用し生徒が資料から読み取ったこと

から租税制度について考えられるような架け橋が大切で

あることがわかった。 
 

表 6 事後アンケート 
アンケート項目 Yes No 
今回の授業は租税制度についてわ

かりやすかったですか 
15名 0名 

現代の租税制度についても興味が

出ましたか 
13名 2名 

普段の社会科で学ぶ知識はテスト

以外でも生かす場がありますか 
8名 7名 

ストーリーを用いることによって

どのような内容なのか理解しやす

かったですか 

14名 1名 

 

4.4. 教材の有効性と課題 

本教材には、2点の特徴がある。 

まず一つ目は歴史的分野の内容を取り入れたというこ

とである。租税制度の学習は公民的分野の内容であり、

歴史的分野ではあまり詳しく学習を行わない。しかし、

今回は歴史的分野を取り入れることによって租税制度の

始まりや各時代でどのように租税制度が変化していった

のかを学習することができた。それにより、租税制度が

なぜ必要となったのか、租税制度が社会問題と結びつい

てどのように適応していったのかを生徒が考えることが

できた。以上のことから、租税制度が学習する上で歴史

的分野の内容を入れることで租税制度の学習を深めるこ

とができたと言えよう。 

 次にシナリオ教材を用いた教材ということである。租

税制度は抽象的な内容であり、かつ用語も生徒にとって

は聞き慣れないものも多い。また、租税制度自体を身近

に感じることがあまりなくいくつかの単語を知っている

程度にとどまっている。しかし、それは生徒だけでなく
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大人もあまり身近に感じていないことも多く、租税制度

に関してあまり関心を持てていない。だが実際、租税制

度は社会に大きな役割を持つ制度であり、私たちの生活

に密接に関係している。本授業のようにシナリオ教材を

用いることで、生活の中でいくつかの課題を主人公と照

らし合わせて解決していくことにより課題に対する当事

者意識を持ちながら取り組むことができた。 

しかし、ストーリーの内容はまだ改善の余地があると

思われる。今回はストーリーの面白さよりも課題解決の

活動の内容が主となってしまった。今後は生徒がストー

リーの中に入り込むだけでなく、ストーリー自体にも興

味を持って取り組めるような教材づくりが必要であると

感じた。 

 

5. 今後の課題 

 

本論文では、中学校社会科において制度学習として租

税制度の授業を行い、作成した教材の有効性や課題につ

いて明らかにすることを目的とした。租税制度の学習に

おいて、歴史的分野を取り入れることで生徒が公民的学

習の内容の学習を深めることができることがわかった。   

今後は租税教育について、わかりやすいだけの授業で

はなく租税教育は社会から何を求められているのかを把

握した上でその時代や社会問題と関連させて租税制度に

ついて考えさられるような授業が必要であると言える。

また、本研究で用いたシナリオ教材だけでなく様々な教

育方法を用いてさらなる授業開発の研究が必要である。 

さらに、租税教育の内容に関してもどのような教育内

容が求められていくのか、生徒にどのような問題を与え

ると良いのかなど授業内容に関しても課題が残った。わ

かりやすい内容はもちろんのこと、どのような問題解決

型学習の授業が生徒にとってよい授業になるのか今後明

らかにしていきたい。 
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